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2014 年 11 月 16 日 礼拝メッセージ 

聖書：ルカの福音書 20 章 9〜18 節 

説教：そんなことがあってはなりません 

 
１ たとえ話 
１）登場人物 
 今日の箇所で、イエスは人々にたとえ話を
語っています。たとえ話というのですから、
登場人物は実際にいる人たちをほのめかし
ています。いったい誰のことであるのかは、
聞く者が考えなければなりません。 
 結論を先に言っておきます。ぶどう園の主
人とは、イスラエルの唯一の神、父なる神の
ことです。主人の下からたびたび派遣された
しもべたちとは、旧約に登場してくる預言者
たちのことです。ぶどう園とは、神が与えて
くださった約束の地イスラエル、あるいは
もっと狭くとらえれば神殿が建てられてい
るエルサレムを指していると考えて良いで
しょう。そうしますと、主人の愛する息子と
は誰のことなのか。ぴんと来るでしょう。こ
のたとえ話を語っておられるイエスです。 
 

２）農夫たちとはだれのことか 
 では農夫たちとは誰のことか。実はこれが、
このたとえ話を理解しようとするときの大
きなポイントとなります。イエスは、農夫と
は誰のことか、そのことを問いかけるために
このたとえ話を語ったと言っても良いくら
いです。今日は読みませんでしたが、19 節
を見ると、おもしろいことに律法学者や祭司
長たちは、たとえ話の農夫とは自分たちのこ
とだとすぐに気づいたようです。どうして気
がついたか。 
 農夫たちはたびたび主人から送られてき
たしもべを袋だだきにし、恥をかかせ、追い

返しました。誰が聞いても「何とひどいこと
をするのか」と思うはずです。ですから、た
とえ話の農夫は自分のことではなくて、別の
誰かのこと。そんなふうに受けとめるのが普
通でしょう。 
 皆さんもそうだと思います。教会に来て、
「あなたは罪人です」と初めて聞かされたと
きどう思っていましたか。「私は良い人間で
はないかもしれないが、警察につかまるよう
な悪いことはしていない。」そう思って反発
した方もいるでしょう。 
 このたとえ話も同じです。「農夫は自分の
ことではない」、そう思うのが自然です。と
ころが、律法学者や祭司長たちはこれを聞い
て、自分たちのことであるとすぐにわかりま
した。理由は 15節にあります。「彼をぶどう
園の外に追い出して、殺してしまった。」律
法学者や祭司長たちは、イエスを殺そうとし
ています。今始まったことではありません。
11章53節の時点からすでにイエス殺害計画
がスタートしていました。皮肉なことですが、
「殺す」ということばから、律法学者たちは
このたとえ話が自分たちのことを指してい
るとすぐに理解しました。 
 たとえ話の農夫。あれは律法学者や祭司長
たちのこと。問題はこれで解決、と言いたい
所ですがほんとうにそうでしょうか。ほかに
可能性はないのでしょうか。そのことを次に
見て参ります。 
 

２ 「そんなことがあってはなりません」 
１）理由１ ダニエル書 2章 44節 
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 たとえ話を聞いていた民衆に目を留めま
す。彼らはこのように言いました。16節。「そ
んなことがあってはなりません。」そんなこ
ととは、何のことか。二つのことが考えられ
ます。 
 一つ目は、すぐひとつまえのことばです。
16節。「彼は戻って来て、この農夫どもを打
ち滅ぼし、ぶどう園をほかの人たちに与えて
しまいます。」言い換えれば、イスラエルは
外国の手に渡されてしまいますということ
になります。それを聞いた民衆が声を合わせ
て、「そんなことがあってはなりません」と
言った、そのようにとるのが最も自然で、無
理がありません。 
 国を愛する心からこう言ったのかと思う
かもしれませんが、そうではありません。
人々はイエスが語るたとえ話を聞いたとき、
ダニエル書のみことばを思い出したのです。
ダニエルは紀元前六百年頃に活躍した預言
者です。若いときに無理矢理に外国に連れて
行かれ、外国の王であるなネブカデネザルに
仕えました。あるときその王が夢を見ます。
ところが夢の意味がわからず不安になり、そ
こでダニエルが呼ばれその夢を解き明かし
ていく。その場面のなかで語られたのが、ダ
ニエル書 2章 44節です。「この王たちの時代
に、天の神は一つの国を起こされます。その
国は永遠に滅ぼされることがなく、その国は
他の民に渡されず、かえってこれらの国々を
ことごとく打ち砕いて、絶滅します。しかし、
この国は永遠に立ち続けます。」 
 「その国はほかの民に渡されない。」人々
はダニエルの預言のことばを信じています。
それなのにイエスは、「ぶどう園をほかの人
たちに与えてしまう」と語ったのですから、
思わず「そんなことがあってはなりません」

と反論した。それが一つ目の理由です。 
 

２）理由２ 
 これだけで十分説明がつきますが、別の理
由も考えられます。15節です。「彼をぶどう
園の外に追い出して、殺してしまった。」財
産を横取りするためにあととり息子を殺す
など、とんでもない話だ、そんなことがあっ
てはなりません。そのようにもとらえること
ができます。 
 聖書は巧妙に書かれています。今二つの理
由を挙げましたが、どちらともとれるように、
あえてあいまいに書いているように思いま
す。そんなことどちらでも良いではないか。
と思うかもしれませんが、17，18 節のこと
を考えるときに大いに関係していきます。 
 

３）イエスは見つめられた 
 17 節に「イエスは、彼らを見つめて言わ
れた」とあります。イエスが誰かの顔を見つ
めるのはかなり特別なことです。一番良い例
がペテロでしょう。22章 60、61節です。「し
かしペテロは、「あなたの言うことは私には
わかりません」と言った。それといっしょに、
彼がまだ言い終えないうちに、鶏が鳴いた。
主が振り向いてペテロを見つめられた。」 
 ついさっきまで、ペテロは死んでもイエス
についていきますと、自信満々に言い張って
いました。そんなペテロに対しイエスは、
「きょう鶏が鳴くまでに、あなたは三度、私
を知らないと言います」と忠告しました。口
ではすばらしいことを言っておきながら、い
ざ自分のいのちが危なくなると、とっさに正
反対のことを言いだす。そうやってイエスを
裏切っていく。イエスはそのようなペテロを
見つめていました。 
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 民衆は、「そんなことがあってはなりませ
ん」と言っています。この人たちは、「イエ
スはイスラエルの希望の星だ。必ずこの国を
救い、自分たちを幸せにしてくれる」そう
言って喜んでいます。けれども、このあとど
うなっていきましたか。イエスを見捨ててい
きます。イエスを十字架につけろと、声を張
り上げていく。イエスは、人々がイエスを見
捨てていく姿を見つめておられます。 
 たとえ話の農夫とは誰のことか。律法学者
や祭司長だけではありません。イエスの周り
に集まっているすべての人のことを指して
います。そしてそれは、もしかして私たちの
ことかもしれません。 
 

３ 礎の石となられるイエス  
１）見捨てた石（詩篇 118篇 22節） 
 イエスは、17 節でこう言います。「『家を
建てる者たちの見捨てた石、それが礎の石と
なった。』と書いてあるのは、何のことでしょ
う。」 
イエスは、詩篇 118篇 22節のみことばを引
用し、そのあと続けて、石の上に人が落ちて
いくことと、反対に石が人の上に落ちること
とを語っています。いずれも石にぶつかった
者が粉々に砕ける様子では同じです。それは
何となくわかるのですが、いったい何を言い
たいのか、すぐにはわかりません。 
 ヒントは意外な所にあります。イエスがろ
ばの子に乗ってエルサレムに向かわれた所
です。人々は道に自分たちの上着を敷き王と
なられる方を迎えました。弟子たちはこう叫
びました。19章 38節。「祝福あれ。主の御
名によって来られる王に。」実はこれも詩篇
118篇 26節のことばでした。偶然でしょう
か。聖書に偶然はありません。何かの意味が

あるはずです。 
 人々はイエスがイスラエルの王となるこ
とを期待し、喜んで迎えました。王となる方
が殺されるなど、そんなことがあってはなら
ない。そう固く信じています。でもその後ど
うなったのでしょう。人々は律法学者、祭司
長たちに扇動されてイエスを見捨てていき
ます。家を建てる者たちの見捨てた石。その
石とは、イエスのことです。けれどもその捨
てられたイエスが、神の国を打ち立てていく
礎となっていきます。それが神の救いの方法
でした。 
 

２）人が石の上に落ちれば、だれでも粉々に
砕ける 
 では、人が石の上に落ちて粉々に砕けると
は、どんな意味でしょう。イエスの周りに群
がっている人たちのことを見るとわかりま
す。最初彼らは、イエスを喜んで迎えました。
けれども、やがて手のひらを返すようにして
イエスを見捨て、十字架にかけて殺してしま
います。石であるイエスの前では、罪を抱え
ている人間の本性が全部明らかになりまし
た。それが粉々に砕けるという意味です。 
 

３）石が人の上に落ちれば、その人を粉みじ
んに飛び散らす 
 では反対に、石が人の上に落ちるとは何で
しょう。たとえ話の最後に、「この農夫ども
を打ち滅ぼす」とあるので、神がさばきをさ
れる。さばきことを「石が人の上に落ちる」
と考えてみたらどうなるでしょう。人々は、
神の愛するひとり子であるイエスを殺しま
した。たとえ話によれば、ぶどう園の主人で
ある父なる神はさばくことになっています。
いったい、だれをさばきましたか。人々をさ
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ばきましたか。いいえ、主ご自身が代わりに
さばかれました。 
 ということは、さばきの石は誰の上に落ち
たのか。私たちの上には落ちませんでした。
主ご自身の上に落ちました。主は、粉みじん
に砕かれ、死なれました。そのようにして、
見捨てられた石が、礎の石となりました。 
 私たちは何者なのでしょうか。人は、あな
たはすばらしいと言ってくれたかもしれま
せん。自分で自分のことを悪い人間ではない
と思っていたかもしれません。けれども神の
前では、誰もが神を殺してしまうような罪人
なのです。認めてくないでしょうか。認めて
しまったら、神のさばきを受けるから恐いと
思うでしょうか。 
 恐れることはありません。認めて良いので
す。なぜなら、この方がすでにさばきを受け
てくださったからです。完全なさばきです。
さばかれることはもう二度とありません。で
すから、「私は石を見捨てた者です」と告白
し、私たちの礎の石となられた方のところに
向かいたいと願います。 
  
 


